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ま
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の
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り
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実
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い
。

い
つ
か
あ
の
彼
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の
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に
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日
を
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、今
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も
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を
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で
い
る
。
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無趣味でしたが、最近の趣味は
「ねこ」。猫とのかかわりが健康
の秘訣？最近は素っ気ない「は
ちわれ」との距離を縮める方向
を研究中。 
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の

つぶやき
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店頭で値札を二度見し、画面の向こうの砲火に息をのみ、分断を

あおる言葉に心が削られる。そんな日々に、慣れてたまるかと抗い

ながら暮らしています。新緑を心待ちに、ほっと自分を取り戻した

くなったら、どうぞいぶきへお越しください。ここにはお互いを思い

やる手ざわりがあります。仲間たちが背中を押してくれます。

いぶきファミリーは、1994年の法人認可を支えてくださった7000

人の思いを受け継ぎ、ひろがりつづけてきました。会員のみなさん

のお気持ちに応えたくて、会報ではつい「おかげさまで」「すごいで

しょ」と前向きな報告を先にお届けしがちです。けれど同時に、ま

だ行き届かないことや、抱えたままの苦しさもあります。だからこそ、

できることも、難しいことも分かち合いながら、いぶきをひらき、か

かわりしろを育て、ともに余白を埋めていく。そんな関係をこれか

らも大切にしたいと思います。引き続きこの物語の登場人物として

一緒に歩んでください。どうぞよろしくお願いいたします。

法人本部　北川 雄史

もくじ
はじめに
仲間のすがた
あいだをあむ：密山 要用
わたしと息子といぶきと
いぶきのものづくりストーリー
いぶき「羊毛フェルト」の物語

紙面のフチ、みんなのスペース『ふちっこメンバーズ』は、
読者の皆さまよりいただいた投稿を掲載しています。
★投稿は裏面のQRコードよりお待ちしております♪
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食べ終えた食器を頭に乗せて、こちら
に「見てみて」と言わんばかりに満足げ
な表情を見せて、思わず周りも笑顔にな
ります。竹中さんらしい、あたたかくてど
こか愛らしい瞬間です。 
  

ひまわりの部屋では、仲間たちと穏やか
な時間を過ごしています。周りの仲間た
ちも竹中さんの様子をよく見ていて、「ま
た何か喋っているよ」と教えてくれたり、
にこにこと見守っていたり、竹中さんが
少し不機嫌そうな表情を見せると、心配
そうに見つめたり、自然なつながりが生
まれています。
コーヒーが好きな竹中さんは、ティータ
イムをとても楽しみにしています。コー
ヒーを飲み終えたあとには、「ごちそう
さま」「ありがとう」と、伝えてくれます。
その言葉を聞くたびに、私の気持ちもや
わらぎ、私も「ありがとう」という気持ち
を大切にしたいと思います。 
時には、「今日はおっさん(大好きなグル
ープホームの世話人さん)おらんで」と寂
しそうに話されたり、「お父さん、お母さ

ん、ありがとう」と手を合わせながらつぶ
やく姿もあり、ふとした瞬間にこれまで
の歩みや大好きな人と過ごした大切な
つながりが今も息づいています。

日々のティータイムは、仲間たちそれぞれ
が好きな飲み物を選び、コーヒーや紅茶
を飲みながら、ゆったりとした時間を過
ごしています。何気ない時間の中で会話
や、安心した表情が生まれる、かけがえ
のないひとときです。 独り言のようにふ
とこぼれる「お風呂」や「あったかいコー
ヒー」、「給料ほしい」といった言葉にも、
その時々の思いが込められているように
感じます。そうした言葉を大切に受け取
りながら、これからも、竹中さんらしく、
安心して過ごしていけるような時間を一
緒に重ねていけたらと思っています。

竹中均さんは、いぶきでは知らない人は
いないと言っても過言ではないほど、超
のつく有名人であり、みんなの話題の中
心であり、みんなのヒーローであり、みん
なから愛されている存在です。そんな竹
中さんの素敵な姿をご紹介します。 

昔から、竹中さんは人をもてなしたいと
いう気持ちが人一倍強い方でした。 
以前はよく、お客さんや新しい職員が来
ると、自らアイスコーヒーを作って出して
くれていました。ただ、お盆の上がコーヒ
ーでびしゃびしゃになり、カップに指が
入った状態です。それでも竹中さんの満
面の笑みで「どうぞー、どうぞー」と勧め
られると、誰もが「ありがとう」と竹中さ
んの入れたコーヒーを飲み干したもので
した。 
また、事業所連の運動会でのエピソード
も欠かせません。いぶきはリレーで毎年
最下位が定位置。アンカーは決まって竹
中さんでした。バトンを受け取った時に
はコースを走るのは彼だけ。会場中の視
線を一身に集め、両手を挙げてゴールテ
ープを切ると、会場から割れんばかりの

拍手をもらっていました。本当にみんなを
惹きつける天性の才能の持ち主です。 
時には、気に入らないことがあると職員
に「クビ！クビや！」と怒ることもありまし
たが、それは竹中さんに職員として認め
てもらっている証でもありました。 

 

昨年、竹中さんは還暦を迎え、「ひまわり」
に移って約２年が経ちました。言葉数が
少なくなり、歩行も難しくなってきていま
す。しかしその分、自分の思いをより伝え
ようとしていて、言葉を選びながら、一生
懸命に伝えようとしたり、「うーん」と考え
込んだり、私たちにとっては、一つひとつ
のやり取りがとても大切に感じられます。 
時折見せるユーモラスな一面も健在です。

大好きなコーヒーを飲んでご機嫌

両手を握って思いを一心に伝えている様子

無認可時代いぶき共同作業所にて

還暦を祝う会で、懐かしい写真をみんなでみました

西部事業部　渡邊 由果
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食べ終えた食器を頭に乗せて、こちら
に「見てみて」と言わんばかりに満足げ
な表情を見せて、思わず周りも笑顔にな
ります。竹中さんらしい、あたたかくてど
こか愛らしい瞬間です。 
  

ひまわりの部屋では、仲間たちと穏やか
な時間を過ごしています。周りの仲間た
ちも竹中さんの様子をよく見ていて、「ま
た何か喋っているよ」と教えてくれたり、
にこにこと見守っていたり、竹中さんが
少し不機嫌そうな表情を見せると、心配
そうに見つめたり、自然なつながりが生
まれています。
コーヒーが好きな竹中さんは、ティータ
イムをとても楽しみにしています。コー
ヒーを飲み終えたあとには、「ごちそう
さま」「ありがとう」と、伝えてくれます。
その言葉を聞くたびに、私の気持ちもや
わらぎ、私も「ありがとう」という気持ち
を大切にしたいと思います。 
時には、「今日はおっさん(大好きなグル
ープホームの世話人さん)おらんで」と寂
しそうに話されたり、「お父さん、お母さ

ん、ありがとう」と手を合わせながらつぶ
やく姿もあり、ふとした瞬間にこれまで
の歩みや大好きな人と過ごした大切な
つながりが今も息づいています。

日々のティータイムは、仲間たちそれぞれ
が好きな飲み物を選び、コーヒーや紅茶
を飲みながら、ゆったりとした時間を過
ごしています。何気ない時間の中で会話
や、安心した表情が生まれる、かけがえ
のないひとときです。 独り言のようにふ
とこぼれる「お風呂」や「あったかいコー
ヒー」、「給料ほしい」といった言葉にも、
その時々の思いが込められているように
感じます。そうした言葉を大切に受け取
りながら、これからも、竹中さんらしく、
安心して過ごしていけるような時間を一
緒に重ねていけたらと思っています。

竹中均さんは、いぶきでは知らない人は
いないと言っても過言ではないほど、超
のつく有名人であり、みんなの話題の中
心であり、みんなのヒーローであり、みん
なから愛されている存在です。そんな竹
中さんの素敵な姿をご紹介します。 

昔から、竹中さんは人をもてなしたいと
いう気持ちが人一倍強い方でした。 
以前はよく、お客さんや新しい職員が来
ると、自らアイスコーヒーを作って出して
くれていました。ただ、お盆の上がコーヒ
ーでびしゃびしゃになり、カップに指が
入った状態です。それでも竹中さんの満
面の笑みで「どうぞー、どうぞー」と勧め
られると、誰もが「ありがとう」と竹中さ
んの入れたコーヒーを飲み干したもので
した。 
また、事業所連の運動会でのエピソード
も欠かせません。いぶきはリレーで毎年
最下位が定位置。アンカーは決まって竹
中さんでした。バトンを受け取った時に
はコースを走るのは彼だけ。会場中の視
線を一身に集め、両手を挙げてゴールテ
ープを切ると、会場から割れんばかりの

拍手をもらっていました。本当にみんなを
惹きつける天性の才能の持ち主です。 
時には、気に入らないことがあると職員
に「クビ！クビや！」と怒ることもありまし
たが、それは竹中さんに職員として認め
てもらっている証でもありました。 

 

昨年、竹中さんは還暦を迎え、「ひまわり」
に移って約２年が経ちました。言葉数が
少なくなり、歩行も難しくなってきていま
す。しかしその分、自分の思いをより伝え
ようとしていて、言葉を選びながら、一生
懸命に伝えようとしたり、「うーん」と考え
込んだり、私たちにとっては、一つひとつ
のやり取りがとても大切に感じられます。 
時折見せるユーモラスな一面も健在です。

車椅子を動かし倉さん（右）のところへご挨拶 注文いただいた商品のお届けに
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岐阜県美濃市のまちなかにある「かがや
きベンチ」は、在宅医療のクリニックであ
りながら、まちの中のケアをみつけて、つ
なげて、つくる拠点でもあります。

「ベンチ」には、年齢も立場も関係なく、誰
もが横並びで座れる—そんな余白のある
場所でありたいという願いを込めています。
わたしが在宅医療の現場で日々感じるの
は、ケアは専門職が提供するものはごく一
部で、大部分はその人自身や家族、家やま
ちの中にあるモノや場所など、日常の中に
埋め込まれているということです。
訪問診療でお伺いしていたある方が、「も
う一度、行きつけの喫茶店でモーニングが
食べたい」と希望されました。肺の病気で
外出を諦めていたのですが、ご家族とスタ
ッフで計画を立て、一緒に出かけることが
できました。顔なじみの店主と言葉を交わ
し、いつもの席で、普段は少食なのにモー
ニングをほぼ完食されました。この時間が、
その方にとって「自分らしい暮らし」を取り
戻すきっかけになりました。ケアの力を発

多様なつながりを紡ぎあう社会へ。
「あいだ」をしなやかに、
かろやかに「編む」人たち。

その実践を綴っていただきます。

医療法人かがやき
総合在宅医療クリニックみの
院長・プロデューサー 密山要用

「希望する在宅生活を安心して支援します」を
理念に、岐南町、名古屋市、美濃市の3拠点で
在宅医療を提供する医療法人かがやきの医師
として、2024年から美濃市の訪問診療と地域ケ
アの拠点を運営しています。まちで一緒に冒険
する医師、コミュニティドクターを全国に増や
す活動もしています。

まちに「ベンチ」をつくる

vol.2

揮したのは、日々のルーティン、ご家族との
関係性、行きつけの喫茶店の協力だと思
います。
地域に足りないケアをつくることにも取り
組んでいます。ガレージでものづくりの得
意な若者と木のベンチをつくるプロジェク
トでは、患者さんから子ども、お年寄りま
で集まり、立場を越えた交流が生まれてい
ます。毎月の「スープのじかん」では、医療・
介護・福祉の人たちが職種を越えてスープ
を囲み、顔の見える関係を育てています。
こうした「ケアの出来事をつくる人」を高校
生や地域の若者とともに育てるスクール
も続けています。
ケアは専門職だけが担うものではありま
せん。人と人、モノ、場所のあいだに、すで
にケアの種は宿っています。かがやきベン
チはまちの人たちとともに、その種をみつ
けて、つなげて、足りないものはつくる「ケ
アを編みなおす」拠点として、「なんとかな
るさ」と思える人が一人でも増えていくこ
とを目指しています。
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れ
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ベンチづくりプロジェクトの風景

シェアオフィス WASITA MINO内
総合在宅医療クリニックみの

かがやきベンチ

Illustration by Yuriko.Higuchi
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二日目は丸一日ホテルで過ごすことにな

り、美ら海水族館へ行けなかったことは少

し残念でした。それでも、茂にとっては大

きな挑戦であり、良い思い出になったと思

います。 

卒業後の進路を決める際には、いくつか

の施設で実習をさせていただきました。パ

ニックを起こしやすい茂に合う環境を探

すのは簡単ではありませんでしたが、幸運

なことに第二いぶきに入所することがで

きました。家から近く、スタッフの皆さまも

温かく、安心してお任せできる場所に巡

り会えたことに感謝しています。一方で、

同じ卒業生の中には遠方の施設にしか入

所できない方もいると聞き、環境に恵まれ

たことを改めて感じています。 

茂は今もゆっくりと成長を続けています。

先日もスタッフの方から、帰り際にウグイ

スの声を聞いて「ピーチャン」と言ったこと、

同室の子の名前を口にしたことを教えてい

ただきました。家では「お父さん」「お母さ

ん」という声を聞いたことがなく、テレビに

反応して大きな声を上げる程度なので、施

設での様子を聞くと驚きと嬉しさが入り混

じります。ただ、紙くずへの強い執着があり、

皆さまにご迷惑をおかけしていることと思

います。また人混みが苦手で、スーパーや

親戚の家など、慣れない場所には近づけ

ません。 これから先、私たちがいつまで茂

を第二いぶきへ送っていくことができるか

は分かりません。しかし、茂が少しでも楽

しく、安心して生きていけるよう、家族で力

を合わせて支えていきたいと思っています。 

茂は平成3年9月25日、馬渕家の３人目の

子どもとして誕生しました。生まれたとき

は元気で、まさかその後に大きな心配を抱

えることになるとは思ってもいませんでし

た。しかし１歳になる前、突然けいれんが

起き、私たちは驚きと不安の中で救急車

を呼び、岐北厚生病院へ搬送されました。

手当てをしていただき、ひとまず落ち着い

たものの、後日紹介された大学病院で検

査入院をし、そこで「脳梁欠損症」と診断

されました。 

初めて聞く病名に、私たち夫婦は頭が真

っ白になりました。先生から丁寧に説明を

受け、理解しようと努めましたが、「自分の

子に限って」という思いが強く、なかなか

受け入れることができませんでした。処方

された薬を飲み続けることで、幸いにもそ

の後30年以上けいれんが起きていない

ことは本当にありがたいことです。ただし

薬の副作用で成長がゆっくりになると言

われ、実際に今の茂の脳の発達は3～4歳

ほどだと思います。まっすぐ歩くこと、話す

こと、物を掴むこと、走ること、泣くことな

ど、多くの行動を自ら進んでしようとはし

ません。それでも、親としては立って歩け

るようになっただけでも大きな喜びです。 

茂は恵光学園での3年間の保育を経て、

県立中濃特別支援学校の小学部・中学

部・高等部に計12年間通うことができま

した。特に高等部の修学旅行では、飛行

機に乗って沖縄へ行くという貴重な経験

をさせていただきました。二泊三日の行程

で首里城や美ら海水族館を訪れる予定で

したが、初日の途中で熱を出してしまい、

１歳誕生日

おねえちゃんおにいちゃんと

馬渕 吉市 （馬渕茂さん父）

高等部卒業式

小学部卒業式

成人式

夏まつりで、魚釣りゲームに挑戦
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最
近
、息
子
に
一
方
的
に
怒
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。で
も
そ
の
後
、息
子
に
も
言
い
分
は
あ
る
だ
ろ
う
し
、自
分
が
息
子

と
同
じ
く
ら
い
の
年
頃
の
頃
に
は
も
っ
と
ひ
ど
い
事
を
し
て
た
な
と
思
い
直
し
て
息
子
に
謝
り
ま
し
た
。怒
ら
ず
話
せ
る
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

わたしと息子といぶきと
いぶきに通う仲間の親さんの手記。わが子の生い立ち、

これまでのことを振り返って、エピソードや自身の想いを綴っていただきます。

シリーズ
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石
鎚
山
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登
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に
で
か
け
た
。山
小
屋
で
外
国
の
方
に〝
写
真
と
っ
て
い
い
？
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と
声
を
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け
ら
れ
る
。

ナ
ン
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N
o
L
i
f
e
」を
指
さ
し「
G
o
o
d
！
」と
の
こ
と
。

あ
、こ
っ
ち
ね
？
苦
笑
。満
面
の
笑
み
で
ポ
ー
ズ
を
決
め
て
お
き
ま
し
た
。英
語
勉
強
し
よ
う
か
な
？



いぶきの
ものづくり
ストーリー

いぶき

「羊毛フェルト」の物語
IBUKI
Story
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いぶきの羊毛フェルト細工の仕事の歴
史は、今から10年以上前まで遡ります。
きっかけは、仲間の「手の動き」でした。
マラカスをシャカシャカと振るのが大好
きな仲間の、楽しそうな様子を見て「こ
の振るという自然な動きを、何かの仕事
に繋げられないだろうか」と考えたので
す。 
そこで試みたのが、振ることで羊毛を丸
める「フェルトメーカー」でした。特別な
訓練や技術を身につけるのではなく、仲
間が日常の中で見せる何気ない、けれど
生き生きとした動きが、そのまま「仕事」
へと姿を変えた瞬間でした。

いぶきの仕事づくりで大切にしているの
は「仲間を仕事に合わせる」のではなく

「仲間に仕事を合わせる」ことです。 
森さんや増田さんや三宅さんは指先で
静かに、けれども熱心に繊維をほぐし続
けます。その地道な手仕事が、美しいフ
ェルトを作るための大切な素材づくりに
なります。また、今井さんや横山さんは
容器を持って、職員や周りの仲間と一緒
に「いち、に……」と10まで数えながら
振っています。10になったら一度止まり、
また振る。みんなでつくるリズムが、そ
の人の仕事の形になっています。 

さらに、机を叩く中島さんの力強い動き
が、平たい形状のフェルトを固める工程
を担っています。それぞれの得意なこと
が、一つひとつの工程に命を吹き込んで
います。 
作業の輪から少し離れて、じっと様子を

見ている仲間もいます。私たちは無理に
声をかけることはしません。楽しそうな
空気を感じて、その人がふと近づいてき
た時が「やり時」です。やらされるのでは
なく、自然と関わりたくなる場をつくる
こと。それが、いぶきのフェルト仕事の
土台になっています。 

ねこ玉（フェルトボールのストラップ）は、
当初から現在に至るまで大切に作り続
けている仕事です。21㎜で真球に近い
ねこ玉がきれいに並んだ姿は、とても美
しく、いぶきの象徴的な商品の一つです。 
一方で、制作の過程ではどうしても真球
にならないものも生まれます。それらを
「すべて不良品としてしまうのはもった
いない」そんな思いが広がりました。 

「形が揃っていなくてもいい、色が混ざ
っていてもいい。それが個性なのだか
ら」という発想の転換がありました。 
2017年頃から、規格外となった玉を活
かしたり、自由な感性で色を混ぜたりす
る「ブローチづくり」が始まりました。こ
れが、個性をそのまま価値に変えていく
転換点となりました。 

もちろん、最初からすべてが順風満帆だ
ったわけではありません。初期のブロー
チは裏の仕上げが甘く、商品会議でみ
んなの意見を聞きながらブラッシュアッ
プを重ねました。 
私たちは休日を利用してクラフトマーケ
ットへ足を運び、作家さんの作品を手に
取って裏側の処理や価格帯を研究しま
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先
日
妻
が
風
邪
を
ひ
い
た
時
の
こ
と
。子
ど
も
と
遊
び
、ご
飯
を
作
り
、お
風
呂
、洗
濯
…
e
t
c
1
日
を

バ
タ
バ
タ
と
終
え
布
団
に
入
る
と
す
ぐ
に
次
の
日
が
ス
タ
ー
ト
！
？
毎
日
淡
々
と
こ
な
し
て
ニ
コ
ニ
コ
し
て
る
妻
に
最
大
の
感

謝
！
当
た
り
前
で
は
な
く
自
分
ゴ
ト
と
し
て
の
課
題
が
見
つ
か
っ
た
濃
い
5
日
間
で
し
た
。

始まりは「動き」から生まれた

仲間に合わせて仕事をつくる

規格から自由へ、ブローチ誕生
試行錯誤と商品開発の積み重ね

羊毛フェルトの仕事風景

フェルトボールメーカーをふりふりする横山さん

楽しくふりふりしています

いぶきの羊毛フェルトは、同じ形の中にも少しずつ違い
があり、それぞれに表情があります。ねこ玉やブローチ
をはじめ、動物やキャラクターなどの多様な商品があり、
いぶきのほとりや岐阜県美術館などでも販売されてい
ます。日常にそっと寄り添い、使う人の気持ちを和らげ
てくれる商品のストーリーを紐解きました。

やさしく丁寧にほぐしている三宅さん
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こ
の
春
か
ら
幼
稚
園
に
通
い
始
め
る
三
歳
児
。

お
友
だ
ち
と
笑
顔
で
通
え
る
と
い
い
な
ぁ
。帰
宅
後
に
ど
ん
な
報
告
し
て
く
れ
る
か
と
、心
配
＆
楽
し
み
で
す
。

ダイアログ：山口泰代・古田洋右・山本友美・岩佐裕子・森洋三
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した。仲間たちが一生懸命作った素材
を、いかに魅力的な「商品」としてお届
けできるか。そのための試行錯誤は、今
もなお続いています。 

毎年岐阜駅で開催されるクラフトフェア
に出展したとき、私たちの心に残る出来
事がありました。お客様が「軽くていい
わね、これなら肩が凝らずに毎日つけら
れる」と喜んでくださったのです。 

さらに驚いたことに、翌年のイベントに、
前年に購入されたブローチを胸につけ
て訪ねてくださるリピーターの方もいら
っしゃいました。自分たちが楽しみなが
ら作っているものが、誰かの日常を彩り、
価値として認められる。その実感が、な
かまたち、そして職員にとっても大きな
自信へと変わっていきました。 

フェルトの現場には、作業だけではな
いさまざまな関わり方があります。松原
さんは、みんなの様子を見に来て、じっ

と見守ってくれます。
松原さんがふらっと見に来てくれると、
「今日はいい感じやな」と言ってくれて
いるように感じます。その人なりの関わ
り方があり、存在そのものが場を支えて
います。そこに居てくれるだけで、自然と
良い雰囲気が生まれるのです。いぶきで
は、作業をすることだけが仕事ではなく、
場を共にする関わり方すべてが、かけが
えのない役割なのです。 

最近では、嬉しいことに繋がりも広がっ
ています。岐阜県美術館のミュージアム
ショップでガチャガチャや、オディロ
ン・ルドンの『蜘蛛』をイメージした「く
もくん」をフェルトで製作する企画も実
現しました。仲間が直接納品に伺い、ス
タッフの方に「ありがとう」と喜んでいた
だける経験は、何物にも代えがたい励み
になっています。 
今後は、さらに多くの方に手に取ってい
ただけるよう、ピンバッジなどの新商品
も開発中です。また、制作工程を地域の
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４
月
は
進
級
、社
会
人
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学
と
人
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に
お
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て
分
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点
で
す
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子
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人
生
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道
を
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ん
で
い
ま
す
。

嬉
し
い
気
持
ち
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面
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持
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も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、頑
張
っ
て
い
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姿
を
み
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と
背
中
を
お
し
て
あ
げ
た
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。
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先
日
、後
輩
の
結
婚
式
に
京
都
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

桜
の
名
所
高
台
寺
の
向
か
い
で
素
敵
な
景
色
の
な
か
幸
せ
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

京
阪
電
車
の
特
急
に
乗
り
、ダ
ブ
ル
テ
ッ
カ
ー（
２
階
建
て
）で
内
装
と
作
り
が
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
！関わり方も多様な「役割」になる

外に出て気づいた価値

外への広がりと、これからの夢

どんな感じになっているかな、見に来たよ

岐阜県美術館のショップへ納品。「よろしくおねがいします」

いろんな色やかたち、アイテムも豊富です

ボランティアさんにお手伝いいただくな
ど、フェルトを通じて地域とのコミュニ
ティをさらに広げていきたいという夢も
持っています。 
羊毛一本一本が重なり合い、ゆっくりと
ひとつのまとまりになっていくように、仲

岐阜県美術館のショップスタッフのおふたりが来てくれました

間の個性と、支えてくださる皆さまの想
いが重なって、いぶきの物語は紡がれ
ていきます。これからも、手仕事の温か
みとともに、仲間たちの輝きを届けて
いきます。どうぞ、いぶきの羊毛フェル
ト活動を一緒に楽しんでもらえたらう
れしいです。 

オディロン・ルドンの《蜘蛛》をモチーフにした「クモくん
ブローチ」が掲載されました。通いたくなるミュージアム、
ミュージアムグッズ特集にて紹介いただきました。
購入は、岐阜県美術館ナンヤローネＳＨＯＰにて。

●岐阜県美術館
岐阜県岐阜市宇佐4-1-22

雑誌BRUTUSに 「クモくん」 が紹介されました

2025年1月10日発売　雑誌「BRUTUS（ブルータス）」
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4
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、「
野
球
が
や
り
た
い
！
」と
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少
年
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何
か
夢
中
に
な
れ
る
こ
と
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、全
力
で
応
援
し
た
い
で
す
！

夕
方
、一
緒
に
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
と
素
振
り
を
し
て
い
る
の
で
、私
も
上
達
し
そ
う
で
す（
笑
）。
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02

2026年3月6日、ぎふメディアコスモスにて「ぎふハッピーハッピ
ープロジェクト活動報告会」と「寺澤大祐さん講演会」を開催し
ました。 報告会では、寄付を通じて福祉を応援する「ありがとう
の輪」が、5年間で24社ものパートナー企業へ広がったことを報
告しました。柴橋岐阜市長からも「協働のまちづくり」への温か
いエールをいただき、地域と共に歩む手応えを改めて感じる時
間となりました。 夜には、新生児医療の最前線で活躍される医
師・寺澤大祐先生をお迎えしました。NICU（新生児集中
治療室）で「いのち」を見つめ続ける先生の言葉は、障害
のある仲間たちが自分らしく輝ける社会を目指す私たち
の活動とも深く重なり、参加者の心に静かに染み入りま
した。 地域との連携、そして一人ひとりの存在のかけが
えのなさ。皆様に支えられ、大切なバトンを次へつなぐ
決意を新たにした、実り豊かな一日となりました。 

地域のきずなと命の尊さを再確認

2025年10月から「ハッピーすまいるラジオ（ハピラジ）」を
続けています。ラジオと言っても電波で放送するわけではな
く、仲間と職員の会話を楽しむ時間にしています。月に一度
の収録は仲間だけでなく職員もなれないマイクに緊張して
いましたが、回を重ねるごとにその場を楽しむ事が
できるようになり、収録を楽しみにしてくれる仲間
も増えました。数名の職員と仲間で集まり、普段な
かなかできない『ゆっくり話をする時間』を設けてい
ます。声が上手く出なくても大丈夫なんです。表情
や仕草だけでも会話は成立します。何より、一緒に
楽しむことを大切にし、多くの仲間がやってみたい
と思えるような活動にしていきたいと考えています。 

冬至の夜、巨大な数字の行灯が長良川を下る「こよみ
のよぶね」。今回はいぶきの仲間たちと、アユを食べる
鵜を表現した「1月」の行灯を制作しました。マルシェな
どで訪れる子どもたちとも一緒に作り、何年も参加して
くれる子の手際よく針金を巻く姿に、歴史と手を取り合
うものづくりの楽しさを感じました。当日は自分たちの行
灯が水面を流れる幻想的な光景をみんなで見守り、一
年を締めくくる大切なひとときを過ごしました。 

長良川を照らす「こよみのよぶね」を制作 

2026年1月から3月にかけて、いぶき内の５つの事業所を
まわって「岐阜の小さな隣人まつり」を開催しました。日光
町の家では、日ごろから学校帰りに立ち寄ってくれる子ど
もたちと、にぎやかな雰囲気のなか米粉のピザづくり。ア
ツアツできたてを持ち寄りのお菓子と一緒に来場者
にお配りしました。「どうぞ」「いつもありがとね」と
言葉をかけあうやりとりに、日頃のご近所付き合
いのあたたかさと大切さを感じました。

岐阜の小さな隣人まつり開催

子どもたちの笑顔をつなぐ「こども応援チケット」はじまりまし
た。子どもたちが健やかに、笑顔で過ごせる時間を作りたい。
そんな思いから、月に一度おやつの無料提供を開始。はじめ
ての「チケットデー」では、大勢の子どもたちが来てくれました。
おいしかったー！ありがとう！帰る時に子どもたちが元気いっ
ぱい伝えてくれました。そしてチケットを買ってくださった方へ
ありがとうの気持ちを真剣に書いていました。
子どもたちに“おいしいおやつ”と“たのしい時間”を、大人の
みなさまには、ぜひチケットを買ってご支援をおねがいします。

「こども応援チケット」はじめました★

03

04

05

みんなで楽しむ時間「ハピラジ」

情報掲示板
ホットニュー

スや新着情報をおとどけ

ＣＯ・ＯＰ共済 地域ささえあい助成事業

▲チケットの購入

みんなで作った

「１月」の行燈→
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《
ゴ
ン
ち
ゃ
ん
／
岐
阜
市
》　
指
折
り
数
え
た
20
歳
の
誕
生
日
。帰
省
し
た
娘
と
の
初
め
て
の
酒
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、あ
と
数
日
と

い
う
と
こ
ろ
で
、ア
パ
ー
ト
に
帰
る
と
い
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！
じ
ゃ
あ
少
し
早
い
祝
杯
だ
な
と
い
っ
た
ら
、「
私
の
今
ま
で
の
我
慢
が
無
駄

に
な
る
！
」と
叱
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。お
酒
は
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
。G
W
ま
で
お
預
け
中
の
私
で
す
。ソ
ワ
ソ
ワ
.
.
.
。


